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「第 53 回全国学童保育研究集会 in 兵庫」に参加して 

11月4日～5日に全国学童保育研究集会in兵庫(以下、

全国研)が開催されました。 

今年で 52回目を迎える全国研、自身、4回目の参加で

した。 

神戸国際展示場が全体会会場でした。大変大きなホー

ルでしたが、開始前から 4000 人を超える参加者の熱気

に包まれ、開始時刻を待ち焦がれていました。 

最初に兵庫の子どもたちによる歓迎行事。広い会場を

埋め尽くす子どもたちの元気な姿。 

踊りや歌で私たちを大歓迎してくれました。 

東日本大震災、平成 28 年度熊本地震で被災した地域

からの特別報告を聞き、いまだ癒えない心の傷、風評

被害に耐えながらも子どもたちのことを一生懸命考

え、復興に真剣に取り組んでいる姿に涙。 

その後、日本福祉大学名誉教授の近藤直子先生による

「小学生のこころのヒ・ミ・ツ」と題した記念講演で

は、自身の幼少期と照らし、笑い話を交え、テンポの

良い関西弁でご講演頂きました。 

いつまでも子どもだと思って付き合っていたらいつ

の間にか大人になっているのが子ども。向き合ってい

たらぶつかり合うようになる時期が来て、その頃から

は並びあう関係で進んでいくのが良いよ。という話は、

自分の子どもにも身に覚えがあるなぁと感心しきり。 

学校ではできないことも学童に来るとできることも

あるんだよ、わくわくすることを自由にできるから、

頭を使うし考える。 

そういう体験をたくさんできるのが学童のいいとこ

ろなんだよ、と。 

今の子どもたちは、学校でも家でもいい子でいなきゃ

いけないって思ってて、でも自由にやりたいことが出

来る学童は子どもたちにとっては大きく成長する、で

きる場であると。 

そういう学童保育を大人たちは精いっぱい守るべき

だと感じたし、後世にも伝え、継承していく義務があ

ると実感しました。 

全体会後には、全国各地の仲間が一堂に会し、交流会

が行われました。次年度開催の神奈川県からも全国研

開催を力いっぱいアピールしてきました。 

二日目は各々分科会に分かれての参加でした。 

私は、「市区町村の連絡協議会づくりと活性化」の

分科会にレポーターとして参加、横浜学童保育連絡

協議会における、活動内容や現状の課題について纏

め、報告させていただきました。 

各地域により学童保育の運営方法は様々(公設公

営、公設民営、民設民営、NPO、法人等)であるもの

の、連絡協議会としては、役員のなり手が居ない、

加盟率の低さ、さらには行政との交渉で加盟率の低

さを指摘され相手にされない等の課題が共通してあ

ることがわかりました。 

その中でも、比較的安定して運営できている地域

から、秘策!?を伝授してもらったり、様々な議論を

行う中から各自が気づいた点などを披露しあい、活

発な議論が行われました。 

あっという間に時間が過ぎてしまい、最終的な結

論までは出なかったものの、「あってよかった学童保

育」「あってよかった連絡協議会」と思ってもらうた

めに、通り一辺倒な対応ではなく、個々の学童保育

の課題にも親身に対応すること、それを継続するこ

とが大事であることを参加者全員で確認し、分科会

を閉会しました。 

毎回全国研に参加して思うこと。 

子どもたちの未来を一生懸命考えている大人たち

が全国にはたくさんいること、同じような境遇に置

かれている親たちが同じように悩んでいることを知

ることが出来、一人じゃないんだ、頑張ろう！と元

気をもらって帰ってきています。 

来年は神奈川での全国研！ 

全国の仲間に、また、地元神奈川からも多くの仲

間たちに足を運んでもらって、学童保育があってよ

かったとみんなが思ってくれる、そんな全国研にし

たいと考えています。 

 

横浜市みつばち学童保護者 佐藤 敦 
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第 41 回神奈川県学童保育研究集会（かな研） 

県連協では、9 月より実行委員会を立ち上げ、第 41 回かな研に向けて取り組んでいます。 

午前は記念講演他、全国研に向けた特別報告等。午後は、今回は特に保護者に向けた分科会を充実し

ていますが指導員向けの現任者研修としての分科会も用意しています。12 月中にはリーフレットを

お届けできるよう準備中です。 

日  程…2018 年 3月 4 日（日） 

会  場…横浜市開港記念会館（ジャックの塔）他 

記念講演…「こうして育む親子のきずな」  

講師 中西新太郎（50 全国研 in 大阪記念講演講師） 
分 科 会…「子育てに悩むあなたに」「どう伝える？性の話」

など、14 の分科会 

私のおすすめ『日本の学童ほいく』 

毎月の運営委員会で、「私のおすすめ『日本の学童ほいく』」を地域持ち回りでご紹介いただいていますが、

ここのところ議題が詰まっていることもあり、ご紹介いただいていないので、神奈川県連協選出の編集委員

の内海洋子さん（平塚市指導員）にご紹介いただきました。 

みなさん、「日本の学童ほいく」の表紙のイラストには題名がついているのをご存知ですか？ 

11 月号の表紙のイラストはご覧になったでしょうか？子どもがダチョウに乗り走っているイラストで

す。題名は『いえぇ～、走りやすいぜぇ！』 よく見るとダチョウの足にはスニーカー！！スニーカー

を履いているから走りやすいのか？？でもよく見るとダチョウの足というよりは、人間の足のような気

もする…でもダチョウの方が足が早かったような・・・「走りやすいぜぇ～」とはなんでだろうと素朴な

疑問を感じて、「ほいく誌」編集会議で、保護者も指導員も、本気で頭を悩ませて語り合いました（笑） 

ほいく誌の特集テーマや連載、講座などを読みながら、つい涙が…、ついニヤニヤ…、時には吹き出し

てしまうようなことがあり、中身もぜひ読んでいただきたいですが、こんな楽しみ方はいかがですか？ 

ちなみに表紙のイラストの題名は目次の左上に書かれていますので、ぜひお楽しみください。 

2017 年 11 月号～12 月号に掲載されている神奈川からの投稿 

＜2017 年 11 月号＞ 

★ 子どものひろば 横須賀市粟田ハイランド学童クラブ はるちゃん（2年生） 

横浜市鶴見たけのこ学童クラブ   きはるちゃん（1年生） 

☆ 出会い集い父母会 横浜市神大寺学童クラブ保護者 肥田はづきさん 

☆ 実践ノート「子どもの様子を伝える連絡帳」① 横須賀市指導員 永松範子さん 

  ＜2017 年 12 月号＞ 

★ 子どものひろば 横浜市藤棚台学童クラブ       あおいさん（6年生） 

横須賀市学童クラブゴジラのしっぽ  りおうちゃん（2年生） 

☆ 実践ノート「子どもの様子を伝える連絡帳」② 横須賀市指導員 永松範子さん 
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物 品 販 売 

お申込み・お問合せ…神奈川県学童保育連絡協議会（℡：045-662-9647） 

天然の味【元祖笹川流れ】の昆布塩 

日本海の清海水に北海道産昆布を入れ、特許製法で

沸騰させない釡で仕上げた塩です。おにぎり、浅漬け、

てんぷらやお刺身の付塩などに最適です。 

この季節なら、湯豆腐などでも美味しそう！ 

焼魚、ステーキもシンプルに塩味で。 

クリスマスのごちそうにも good です。 

販売価格…350 円/個（200ｇ入り） 

     3 個 1,000円 

小豆島の高級手延素麺 

素麺は夏だけのものだと思っていませんか? 

時間がたっても伸びにくい小豆島の手延素麺は、温

かいにゅう麺
．．．．

や、そうめんチャンプルーなど炒め物に

もピッタリです！ 

販売価格…1500 円/箱（50g×30 束入り） 

1 ㌜（14 箱入り）でお申込みいただいた場合は、製麺

所から直送されます。（送料無料） 
 

 

 

 

 

 

【 編 集 後 記 】 

またぞろ改憲論議が起きている。大阪の高校の先生、本当あなたが一番憲法変えたいのでは?元々の髪を黒く

しなければ学校にくるな。と、この立場なら学校の中では人権侵害は当たり前、憲法違反では。このような校

則が好きな先生。大学で憲法を学んだ方ならわかりますよね。 

第 53 回全国研 in 神奈川（2018 年秋）開催に向けて… 

今日のつながりを明日の力に！そして来年は神奈川で❣ 

～53 全国研 in 神奈川 実行委員会総会を開催～ 

11 月 4 日(土)～5 日(日)の第 52 回全国研 in兵庫の前日に、全国学童保育連絡協議会の総会が行われ、来

年度の全国研を神奈川で開催することが正式に決定されました。 

それを受け、11 月 23 日(木・祝)に横浜市従会館にて 53全国研 in神奈川に向けた決起集会を開き、「52

全国研 in兵庫」参加者からの準備等下見報告、「53 全国研 in 神奈川」に向けた抱負などの交流をしました。

まだ全国研に参加したことがない方も含めての、グループに分かれてのディスカッション形式で、これまで

参加したことのある全国研の思い出なども出し合い、全国研へのイメージを膨らませることができたのでは

ないかと思います。私の参加したグループでは、複数の方から歓迎行事の思い出が出され、その圧倒感、感

動について力を込めて話されていたのが印象的でした。また、「全国研に参加すると力をもらえる」「全国の

仲間と出会う喜びが何物にも代えがたい力となる」「記念講演のお話を聴くと 1週間は子どもにやさしくなれ

る」という意見などで盛り上がりました。そして、「他県の開催では、保護者はなかなか参加しにくいが、地

元開催なので、たくさんの保護者にもぜひ来てほしい。保護者が参加したくなる記念講演や分科会にしたい。」

という意見もでました。これまでの拡大実行委員会等でも同じ意見がありましたので、12 月全国運営委員会

で皆さんからの意見としてお伝えしてきました。この意見も含め、2月の全国運営委員会で提案があり、記念

講演をしていただく講師の方が決定されることになります。今から記念講演が楽しみです。 

（「53全国研 in 神奈川」実行委員 小関富美江） 
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活動報告（10 月～11 月の主な活動報告） 

10 月 18日(水) 41 かな研実行委員会② 

11 月 3日(金)  全国連協総会・運営員会 

11 月 4日(土)  第 52回全国研 in 兵庫（全体会） 

11 月 5日(日)    〃（分科会） 

11 月 8日(水) 41 かな研実行委員会③ 

11月23日(木) 53全国研in神奈川実行委員会総会 

11 月 30日(木) 第 49回指導員交流会（平塚市） 

12 月 2日～3日 12月全国運営委員会 

♪ 地 域 連 協 だ よ り ♪ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号の「地域連協だより」は平塚市連協が担当です。お楽しみに！ 

 

横須賀市連協だより 

 11 月 19 日（日）横須賀市役所前公園にて、第 20 回学童保育まつりが開催されました。 

当日は寒い一日でしたが、保護者・子ども・指導員たちが集い、楽しいひとときを過ごしました。 

クラブごとに、模擬店・フリマ・ゲームコーナーなどを設けたり、ダンス・けん玉・ダブルダッチな

ど、日頃楽しんでいる遊びを子どもたちが披露するなど、会場は熱気にあふれました。 

 今回のお祭りは、開催してから 20 回の節目にあたり、記念の 

イベントも企画・実施しています。 

『学童まつり 20th おめでとう』と書かれたウェルカムボードを 

かかげて、開会式で入場行進したり、リストバンドを身につけて 

参加するなど、参加者全員で 20 回の開催をお祝いしました。 

 子どもたちには、学童クラブに対する思いやお祭りの思い出、 

意気込みなどを自由に書いてもらい、会場に設置されたボードに 

貼って、大きな『学童保育まツリー』を完成させました。 

 

 

これまで毎年続けてきた、東日本大震災等の復興支援活動も、 

今回はフリマや募金活動の他に、記念に製作したリストバンドの

売り上げを被災地に送ることにしています。今後も、様々な活動

を通じて、横須賀にできる復興支援を継続していきたいと思いま

す。 

                   当日は、県内の様々な地域からも、指導員や連協役員の皆様方 

にご来場いただき、改めてお礼申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

 

＜これからの主な予定＞ 

 1 月 8 日(月・祝) 「日本の学童ほいく」普及推進会議（AM・横浜市社会福祉センター） 

 1 月 8 日(月・祝)  2018 年新春会長会（PM・横浜市社会福祉センター） 

 1 月 21 日(日)   全国運営委員会（関東ブロック） 

 2 月 25 日(日)   53 全国研 in 神奈川 第 3 回拡大実行委員会（横浜市開港記念会館） 

 3 月 4 日日)    第 41 回神奈川県学童保育研究集会（横浜市開港記念会館） 

  ＊その他、運営委員会は毎月第 1 木曜日、役員会を第 3 金曜日に開催。 


